
はだの議会だより 平成24年（2012年）2月5日（日）第203号〘6〙

議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

議

案

審

議

◆次号の議会だより（５月中旬の日曜日発行予定）は、３月定例会および平成 24 年度予算の審議の概要などをお知らせします。

秦
野
市
放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
と
し
て
、
本
市
が
実
施

し
て
い
る
放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
、
事
業
に
要
す
る
費
用
の
利
用
者
負

担
を
新
た
に
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

他
利
用
に
係
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
公
平
か
つ
適
正
な
運
営
を
図
り
、

児
童
の
健
全
な
育
成
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
平

成
24
年
４
月
１
日
と
す
る
も
の
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
議
案
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
す
。
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
利
用
す
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、

利
用
料
の
一
部
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
喜
び
と
責

任
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
、
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
と
い
う
次
世
代
育
成

計
画
の
基
本
理
念
に
反
し
な
い
か
。
ま

た
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
の
が
福
祉

施
策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
利
用
料
を

求
め
る
こ
と
で
、
利
用
を
控
え
る
な
ど

の
問
題
は
発
生
し
な
い
の
か
。

答　
利
用
料
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

公
平
性
の
観
点
な
ど
か
ら
相
応
の
利
用

負
担
を
求
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と

の
行
政
評
価
委
員
会
の
意
見
を
受
け
、

十
分
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
利
用
者

増
加
に
伴
う
指
導
員
の
報
酬
や
エ
ア
コ

ン
設
置
な
ど
の
環
境
整
備
に
よ
り
、
運

営
経
費
が
１
億
４
０
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
状
況
か
ら
、
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
基
づ
き
運
営
経
費
の
約
３
分
の

１
を
利
用
料
と
し
て
求
め
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
や
個
人
住

民
税
の
非
課
税
世
帯
に
は
、
利
用
料
を

減
免
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
区
ご
と

に
実
施
し
た
保
護
者
説
明
会
に
お
い
て

も
、
利
用
料
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
お

お
む
ね
理
解
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
認
識
し
て
い
る
。

要
望　
利
用
料
の
所
得
階
層
化
や
対
象

年
齢
の
拡
大
の
ほ
か
、
少
人
数
化
に
よ

り
活
動
内
容
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
現

実
を
直
視
し
た
児
童
ホ
ー
ム
の
在
り
方

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

経
済
不
況
の
中
、
新
た
に
利
用
者
に

負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、
秦
野
市
次
世

代
育
成
支
援
計
画
に
あ
る
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
基
本
理
念
に
反
し
て
お
り
、
利
用

抑
制
に
な
り
か
ね
ず
、
子
育
て
支
援
の

後
退
で
あ
る
た
め
、
認
め
ら
れ
な
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

秦
野
市
重
度
障
害
者
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

本
市
の
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
福
祉
の
増
進

を
図
る
観
点
か
ら
精
神
障
が
い
者
を
新

た
に
助
成
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
安

定
的
か
つ
持
続
的
な
運
営
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
所
得
制
限
お
よ
び

年
齢
制
限
を
設
け
る
た
め
、
改
正
す
る

も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
平

成
24
年
４
月
１
日
と
し
、
所
得
制
限
に

関
す
る
改
正
規
定
は
、
24
年
８
月
１
日

と
す
る
も
の
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
議
案
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
す
。
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す

問　
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
運
営
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
所
得
制
限

と
年
齢
制
限
を
設
け
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

答　
所
得
制
限
と
年
齢
制
限
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
過
度
な
負
担
を
求
め
る

こ
と
な
く
、
５
年
間
で
約
１
億
円
増
え
、

今
後
も
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
医

療
費
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
制
度
と
な
る
。

問　
障
が
い
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
観

点
か
ら
、
新
た
に
精
神
障
が
い
者
を
対

象
と
す
る
が
、
発
達
障
が
い
者
も
対
象

と
な
る
の
か
。

答　
発
達
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
精

神
障
害
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
精
神

保
健
福
祉
手
帳
の
１
級
を
取
得
し
て
い

れ
ば
対
象
と
な
る
。

問　
条
例
改
正
で
ど
の
程
度
が
対
象
外

と
な
る
の
か
。
ま
た
、
重
度
障
が
い
者

福
祉
の
増
進
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、
所

得
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
を

対
象
者
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
平
成
22
年
度
の
対
象
者
３
０
５
１

人
で
試
算
す
る
と
、
所
得
制
限
で
は
約

１
３
０
人
、
年
齢
制
限
で
は
約
１
５
０

人
が
対
象
外
と
な
る
。
ま
た
、
所
得
制

限
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
高
い
額
を
設

定
し
て
お
り
、
年
齢
制
限
に
つ
い
て
も

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
１
割
負
担
と

な
る
こ
と
か
ら
、
相
応
な
負
担
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
、
制
度
の
安
定
的
か
つ

継
続
的
な
運
営
を
考
慮
す
れ
ば
福
祉
の

後
退
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

▼
反
対
討
論

　

年
齢
制
限
と
所
得
制
限
を
設
け
医
療

費
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
命
を
守
る

た
め
の
医
療
の
抑
制
に
つ
な
が
り
、
福

祉
の
増
進
に
は
な
ら
な
い
た
め
反
対
す

る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

江
崎
正
二
委
員
お
よ
び
池
邊
史
郎
委

員
の
任
期
が
平
成
24
年
３
月
31
日
に
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
委
員
を
再
び

推
薦
す
る
も
の
。

　

江
崎
氏
は
、
昭
和
19
年
生
ま
れ
。
平

成
18
年
か
ら
現
職
。

　

池
邊
氏
は
、
昭
和
22
年
生
ま
れ
。
平

成
21
年
か
ら
現
職
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

適
当
で
あ
る
旨
答
申

平
成
23
年
度
秦
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
８
６
２
２

万
３
０
０
０
円
を
減
額
す
る
も
の
。
補

正
財
源
と
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
諸
収
入
お
よ

び
前
年
度
繰
越
金
を
充
て
、
収
支
の
均

衡
を
図
っ
た
も
の
。　
　

　

補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

歳
出

（
職
員
給
与
費
）

　

条
例
改
正
お
よ
び
、
予
定
外
の
退
職

や
育
児
休
業
の
取
得
な
ど
に
伴
い
、
給

料
、
職
員
手
当
お
よ
び
共
済
費
を
２
億

４
５
７
２
万
１
０
０
０
円
減
額
す
る
も

の
。

（
民
生
費
）

　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
費

で
は
、
社
会
福
祉
事
業
者
が
行
う
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
交
流
サ
ロ

ン
な
ど
の
、
地
域
で
の
支
え
合
い
や
見

守
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
に
対

し
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
支
援
す

る
た
め
、
３
５
７
５
万
６
０
０
０
円
を

追
加
す
る
も
の
。
ま
た
、
子
ど
も
手
当

費
で
は
、
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど

も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
施
行
に
よ
る
平
成
23
年
10
月
以
降

の
制
度
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

４
億
１
９
３
万
３
０
０
０
円
を
減
額
す

る
も
の
。

（
衛
生
費
）

　

予
防
接
種
事
業
費
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
な
ど
の
予
防
接
種
率
が
当
初
見
込
み

よ
り
上
回
っ
た
た
め
、
１
億
１
８
２
１

万
７
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の
。

（
消
防
費
）

　

防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
費
で
は
、
県
が

創
設
し
た
市
町
村
が
緊
急
的
に
行
う
避

難
所
な
ど
の
整
備
す
る
補
助
金
を
活
用

し
て
、
避
難
所
運
営
な
ど
に
係
る
資
機

材
や
備
蓄
品
を
整
備
す
る
た
め
、
３
０

０
万
８
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
主
な
質
疑　

問　
感
染
症
等
予
防
事
業
費
が
１
億
円

以
上
も
増
額
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因

は
何
か
。

答　
主
な
原
因
は
、
新
規
事
業
と
し
て

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
の
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
を
40

％
と
見
込
み
実
施
し
た
が
、
半
年
間
の

実
績
か
ら
、
最
終
的
に
は
、
子
宮
頸
が

ん
は
78
％
、
ヒ
ブ
は
48
％
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
は
51
％
の
接
種
が
見
込
ま
れ
る

た
め
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

＜12月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議案等番号 議　　案　　等　　名 議決結果

議案第46号 秦野市暴力団排除条例を制定することについて 原 案 可 決 
（ 賛 成 全 員 ）

議案第47号 秦野市放課後児童ホームに関する条例を制定するこ
とについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第48号 秦野市職員の給与に関する条例の一部を改正するこ
とについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第49号 秦野市市税条例の一部を改正することについて 原 案 可 決 
（ 賛 成 全 員 ）

議案第50号 秦野市社会福祉施設入所等の費用の徴収等に関する
条例の一部を改正することについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 全 員 ）

議案第51号 秦野市重度障害者医療費の助成に関する条例の一部
を改正することについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第52号 平成23年度秦野市一般会計補正予算（第３号）を定め
ることについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第53号 平成23年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を
定めることについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第 54 号 平成23年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）を定めることについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第55号 平成23年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第56号 平成23年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

議案第57号 平成23年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第１号）を定めることについて

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

報告第18号 専決処分の報告について 報 告

諮 問 第 4 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
について

適当である旨
答 申

諮 問 第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
について

適当である旨
答 申

委員会提出
議 案 第 7 号

安全・安心の医療・介護の拡充を図るため医師・看護師等の
大幅増と労働環境の改善を求める意見書の提出について

原 案 可 決 
（ 賛 成 多 数 ）

委員会提出
議 案 第 8 号

ワクチン接種緊急促進事業の継続を求める意見書の
提出について

原 案 可 決 
（ 賛 成 全 員 ）

放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
に
関
す
る

条
例
を
制
定

重
度
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
に

所
得
制
限
と
年
齢
制
限
を
設
け
る

予
防
接
種
事
業
費
な
ど
の
補
正
予
算

人
権
擁
護
委
員
に

江
崎
氏
・
池
邊
氏
を
推
薦

　秦野市議会ホームページでは、議会の中
継、議会のしくみ、議員の名簿、会議の結
果、議会の日程、会議録の検索など議会に
関する各種情報を掲載しています。特に議
会開会中は、会議の結果などをタイムリー
に情報提供できるよう心掛けています。

秦野市議会ホームページを
ご覧ください！！

　

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

今
定
例
会
で
は
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
秦
野
市
暴
力
団
排
除
条
例

を
可
決
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
本
年
も

よ
り
良
い
市
政
の
た
め
、
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
読
み
や
す
く
、
親
し
ま

れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し

て
努
力
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記


